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1.は じめに

=海岸は,海 洋環境の変化を鋭敏に反映 している海 と陸の境界部で,汀 線付近には多 くの

漂着物が打ちあがっている。漂着物 を通 して,海 流の経路や消長,海 水温の変化な どを知

ることができ(石 井 ・中西,1999),漂 着貝類を中心 とした漂着物か ら海洋生物や海洋環

境についても学ぶことが可能である(竹 林 ・和 田,2010)。 そ うした ことからも,学 校教

育における環境教育の教材 としても注 目されている。貝類 は,軟 体動物に属する生物の総

称であ り,一 般的には,巻 貝や二枚貝のよ うな炭酸カルシ ウムを主成分 とす る貝殻 を有す

るものである。貝殻 は乾燥 ・保存が可能で壊れ難いことか ら,観 察 ・測定 ・スケッチ ・写

真撮影な どができることで,理 科の学習や 自由研究の教材 としての利点が多いことが指摘

されている(馬 場,2014)。 しか し近年,沿 岸地帯は護岸工事が進み 自然海岸が激減 して

いる。大人も子 どもも海か ら遠 ざか り,海 の生物に親 しむ機会は減少す る一方である。海

水浴に行 った時や旅行で海岸 を散歩 した時に浜辺で貝殻を拾った経験はあるかもしれ ない

が,近 年 の子 どもたちはそ うした経験す ら少な くなっている(菅 井,2011)。 小学校教科

書において,第6学 年で 「貝の化石」 とい う表記で教科書の中に少 し出て くるが(有 馬ほ

か,2015;毛 利ほか,2015な ど),学 校現場で貝について触れ る機会はほとん どない。中

学校教科書では,示 相化石や示準化石 として地層が堆積 した環境や年代が推測できること

や貝は軟体動物の仲間であることが取 り上げられているほか,貝 のか らだのつ くりやそこ

に生息す る貝を見ることによって身の回 りの環境状態 を知 ることができることが述べ られ

ている(有 馬 ほか,2016;岡 村ほか,2016な ど)。 このよ うに教科書に掲載 され てはいる

が,授 業での実際の取 り扱い方は教科書を読んで少 し触れるぐらいで,自 分たちで貝を観

察 した り調べた りする活動はほ とんど設け られてお らず,子 どもたちが貝について学習す

る機会は非常に少ない。

本研究では,福 井県の3地 点,京 都府の2地 点,和 歌山県の1地 点,高 知県の2地 点の

計8地 点の打ち上げ貝類か らみた環境を検討す るものである。

ll.研 究方法

福井県の三里浜海岸(以 後,三 里浜)・長須浜海水浴場(長 須浜)・塩浜海水浴場(塩 浜),

京都府の琴引浜 ・水晶浜及び和歌山県の加太海岸(加 太),高 知県の住吉海岸(住 吉)・ 桂

浜の8地 点で打ち上げ貝類を採集 した(図1)。 採取 した貝類は,貝 類図鑑等(奥 谷,2016,

1986;波 部,1977;行 田,2003;池 田,2012,2017)を 用いて同定 し,種 類ごとの生息

底質 と地理分布 に着 目して分類 した。

本研究では,生 息底質を岩礁(R),岩 礫(RG),砂 礫(SG),砂(S),細 砂(FS),砂

泥(SM),泥(M)と7種 類に区別 した。地理分布 は,太 平洋側 において房総半島以北に

生息す る寒流系種(C),房 総半島以南に生息する暖流系種(W)と し,日 本海側 では男鹿
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半島を北限 とす る暖流系種(W),男 鹿半島以北に生息す る寒流系種(C),そ して寒流暖

流両地域に生息する広温種(CW)と して分類を行った(肥 後 ・後藤,1993;鈴 木,2003)。

①

琴引浜水晶浜

三里浜●

長須浜 ●

塩浜
●

図1調 査地点の海岸(左=日 本海側,右:太 平洋側〉

皿.結 果

8つ の海岸全てで採集 した3427個 体の打ち上げ貝類を同定 した結果,本 研究では全体

として223種 の貝類を識別 した(付 表1)。 そのうち腹足綱119種,二 枚貝綱103種,掘

足綱1種 であった。各海岸で採集 した打ち上げ貝類の個体数 と種類数は表2の 通 りである。

また,そ れぞれの海岸の 表2各 海岸
の打ち上げ貝類の個体数と種類数打ち上げ貝類 の生息底質

の種類比を図2に 示す。地

理分布別 の種類比 につい

ては8地 点とも全て暖流

系種 と広温種か ら構成 さ

れてお り寒流系種は含 ま

れていなかった(図3)。
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図3各 海岸で採取した打ち上げ貝類の地理分布W:暖 流系種,㎝:広 温種

N.考 察

〔底質の特徴〕

8つ の海岸の生息底質を比較 してみると,塩 浜以外の7つ の海岸で岩礁種が一番多い結

果 となってお り,塩 浜のみ砂底種が一番多い。礫 ・砂 ・泥で大きく分けて見て も砂 に生息

す る貝類が全体のほぼ半数を占めている。その結果からも塩浜海水浴場は砂浜が広がる場

所であることが考えられ る。一方,加 太や長須浜は凹凸の激 しい岩礁が広がっていること

か らも採集できる貝類は結果の通 り加太で岩礁種66%,長 須浜で岩礁種81%,そ の うえ

全体の95%を 岩礫種 と岩礫種で占めている。琴引浜は粒子の小 さいさらさらとした砂が広

が り,水 晶浜は高温石英が混 じった特異な砂浜,三 里浜 と桂浜は礫混 じりの砂が広がる海

岸であった。 しか し,砂 底種や砂礫種よ り岩礁種が最 も多いことから,岩 礁帯や近接す る

テ トラポッ ト等の人工構造物か ら運搬 されてきた貝類が多いと推定される。このように,

打ち上げ貝類の種組成は,そ れぞれの海岸の環境や底質の場所 の状態を如実に反映 してい

ることが分かる。 また,そ の場所を見ることでその海岸で採集 できる貝類や近 くに生息 し

ている貝類を予測することできると考える。

〔地理的特性〕

地理的分布別の種類比の結果 より,福 井県や京都府では日本海を北上す る暖流の対 馬海

流,和 歌山県や高知県では黒潮 の北上の影響を受け,南 方から北方へ暖流系種が運搬 され

ている。

熱帯や亜熱帯に生息 しているタカラガイ科に着 目す ると,加 太,住 吉,桂 浜の太平洋側

で種類が豊富に見 られた。 このことよりタカラガイ科は黒潮の流れに沿って環境 に適応 し

ながら北へ生息域 を広げてきた と考えられる。 タカラガイをは じめとする貝類は,卵 か ら

ふ化すると浮遊 しながらそれぞれに適 した環境 を見つけ定着する。そのため,黒 潮は多種

類の貝の幼生たちを運ぶ役割 もしている。一方,日 本海側の水晶浜でも3種 見 られたが,

その うちメダカラガイが27個 体 と非常に多い。また,琴 引浜においても水晶浜とは異な

る2種 が採取できた。 このことは,黒 潮が南方で分流する際,日 本海を北上 している対馬

海流の影響 を受け 日本海 側でも生息域を北へ広げているタカラガイがあることを示 してい
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る。同じ日本海側の福井県の3地 点ではタカラガイア科が採取できず,そ の要因として対

馬海流は複雑に分流しているため,海 流の流路や流量,海 水温,プ ランク トンなど環境条

件が適応していないことが大きく影響していると考えられる。イモガイ科やマクラガイ科

は地理分布的に房総半島 ・男鹿半島以南の暖流の強い地域に分布するが,住 吉と桂浜でし

か採取できなかった。これは,住 吉と桂浜が特に黒潮の影響を直接受けやすい位置関係で

あることが考えられる。実際,黒 潮の流路には大蛇行流路と非大蛇行流路の大きく2種 類

のパターンがあり,ど ちらの流路でも高知県沿岸付近に沿って北上している。紀伊半島付

近にも黒朝の影響はあるが,加 太は紀伊水道と大阪湾の境に位置し,直 接的に海流の影響

が及ばなかったため確認できなかったと考えられる。また,イタヤガイ科は地理分布では,

北海道南部～九州,房 総半島以南の熱帯インド～西太平洋や紀伊半島以南を示す種が多い

が,長 須浜以外の日本海側でしか採取できなかった。その要因として,長 須浜は日本海側

の他の海岸と比較して明らかに腹足綱の割合が多く,サ ザエやコシダカガンダラ,イ シダ

タミなど殻が厚い貝類が優占しており,イ タヤガイ科をはじめとする殻が薄い貝類は,ほ

とんどが割れてしまったか,破 片状になっている。また,加 太や住吉,桂 浜では採取でき

なかったことからも日本近海の海水温の上昇や貝類の餌であるプランクトンの量の変動も

考えられる。

したがって,貝 類はそれぞれの種類に適した底質が必要で,海 流の流路や流量の変動

海水温,プ ランクトンの量など海洋環境の影響を受けている。そのため,海 洋環境が変動

することによって見られる打ち上げ貝類も変化すると推定できる。

V.ま とめ

8つ の海岸で合計3427個 体,223種 類の打ち上げ貝類が識別できた。採集した打ち上

げ貝類を生息底質と地理分布に着目して分類していくことで,打 ち上げ貝類と環境の関係

性が分かった。また,打 ち上げ貝類の短期的 ・長期的変化の検討は海洋環境の変動を知る

手がかりや環境保全にも繋がる。そのため,さ らに多くの地域の打ち上げ貝類のデータ収

集や海岸ごとで繰り返し調査を進めていく。また,貝 類を通 して,自 分たちの身の回りの

環境や貝類を通 した自然の生態系を学ぶことができ,理 科への興味関心が高まる授業づく

りや教材づくりが必要である。授業内容を検討 したり,子 どもも大人も貝に触れる機会が

持てるビーチコーミングなどの活動を考え深めたりしていく。そのような中で,子 どもた

ちの科学的な考え方や豊かな感性を育む。
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